
1

雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）

に
つ
い
て
の
一
考
察

（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
保
　
忠
　
夫

　
こ
の
小
論
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
古
記
録
に
お
け
る
記
事

　
　
　
　
　
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
世
以
前
の
記
録
類
に
み
え
る
『
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
』
に
つ
い
て
は
、
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
幸
四
郎
『
東
山
文
化
の
研
究
』
（
昭
和
二
十
年
、
河
出
書
房
）
の
「
第
一
章
　
東

　
　
　
　
　
　
　
　
性
格
・
内
容
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
文
化
荷
措
者
の
教
養
と
世
界
観
」
に
お
い
て
『
実
隆
公
記
』
の
四
弧
が
指
摘
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
亨
受
史
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
石
川
謙
著
『
目
本
教
科
書
大
系
第
一
巻
古
住
来
H
』
に
よ
り
『
薩
戒
記
』

　
　
　
　
　
一
　
古
写
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
の
五
ヶ
条
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
右
に
お
い
て
は
細

　
　
　
　
　
二
　
古
記
録
に
お
げ
る
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
下
に
は
、
こ
れ
ら
に
つ
き
、
若
干
の
私
見

　
　
　
　
　
三
　
古
筆
切
（
手
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
四
　
注
釈
書
、
そ
の
他
に
お
け
る
引
用
と
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
　
薩
戒
記

　
　
　
　
　
五
　
近
世
に
お
け
る
出
版
情
況

　
　
　
　
　
お
わ
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
薩
戒
記
』
は
、
故
実
家
中
山
定
親
の
目
記
で
、
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
ま
で
の
記
事
が
現
存
し
て
い
る
。
『
中
山
霜
台
禅
門

　
（
1
）

　
前
稿
に
は
、
「
一
　
古
写
本
」
ま
で
を
述
べ
た
。
本
稿
で
は
、
「
二
　
古
記
録
に
お
　
　
　
　
記
』
と
も
い
い
、
国
立
国
会
図
書
館
に
そ
の
写
本
二
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

け
る
記
事
」
、
「
三
　
古
筆
切
一
手
本
）
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
定
親
に
つ
い
て
は
、
先
の
古
写
本
の
永
正
二
年
本
に
関
連
し
て
触
れ
た
。
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
満
親
の
息
と
し
て
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
に
生
れ
、
同
十
年
、
三
歳
で
叙
爵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
士
二
年
、
侍
従
、
同
二
十
年
四
月
、
元
服
、
左
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
二
十
七
年

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
一
人
文
・
杜
会
科
学
一
第
二
十
四
巻
－
第
一
号
一
頁
、
一
四
頁
　
平
成
二
年
七
月

sokyu



2

雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）

に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）

（
三
保
）

正
月
、
蔵
人
頭
に
補
せ
ら
れ
、
翌
二
十
八
年
十
二
月
、
参
議
と
な
っ
た
。
後
花
園
天

皇
の
即
位
さ
れ
た
永
亨
元
年
（
一
四
二
九
）
に
は
、
参
議
、
正
三
位
、
左
中
将
と
し

て
仕
え
て
い
た
（
二
十
八
歳
）
。
『
建
内
記
』
（
万
里
小
路
時
房
の
目
記
）
に
は
、
定

親
、
ま
た
、
そ
の
子
親
通
の
言
動
に
つ
い
て
の
記
事
が
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、
定
親

一
中
山
宰
相
中
将
、
権
中
納
言
、
権
大
納
言
、
ヂ
大
納
言
、
弾
正
ヂ
、
伝
奏
）
に
つ

い
て
の
そ
れ
は
特
に
多
い
。
彼
は
、
当
時
、
主
上
睨
近
の
六
人
衆
の
筆
頭
で
あ
っ
た

　
　
　
　
（
3
）

よ
う
で
あ
る
。
嘉
吉
元
年
二
四
四
一
）
十
二
月
、
権
中
塑
言
、
同
三
年
、
権
大
納

言
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
正
月
、
正
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、
同
五
年
六
月
二
士
二

目
出
家
し
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
九
月
十
七
目
、
五
十
九
歳
で
残
し
た
。

　
石
川
博
士
は
、
「
明
衡
住
来
と
い
う
題
号
の
見
え
る
文
献
」
と
し
て
本
書
を
指
摘

さ
れ
た
。
そ
の
題
号
の
み
え
る
の
は
、
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
正
月
二
十
六

目
の
条
で
あ
る
。
左
に
引
用
す
る
。
（
句
読
点
私
意
）
。

　
　
花
頂
憎
正
言
談
事

　
　
廿
六
日
辛
酉
天
晴
、
己
刻
参
花
頂
僧
正
御
房
、
対
画
言
談
、
／
良
久
帰
路
向
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
侍
従
益
長
宅
、
入
風
呂
、
昏
墨
帰
阜
、

　
　
今
日
、
花
頂
僧
正
定
助
被
談
間
事

　
　
一
下
車
時
越
軌
事

　
　
　
　
故
二
条
摂
政
破
基
下
車
之
時
、
一
下
略
）

　
　
一
往
来
事

　
　
　
　
中
山
内
大
臣
殿
御
作
往
来
在
之
、
不
知
其
名
、
件
本
／
在
花
山
院
云
。
・
1
1

　
　
　
　
永
仁
大
将
家
教
之
時
、
借
用
堀
川
／
宰
相
殿
家
－
本
、
被
技
合
之
処
、
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
太
相
違
事
多
之
、
又
／
花
山
院
本
不
足
、
価
其
時
被
写
加
之
由
所
聞
也
、
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
件
／
本
所
持
哉
之
由
被
尋
問
、
予
答
不
見
及
之
由
了
、
／
釈
氏
往
来
者
1
1

　
　
　
　
御
室
守
覚
法
親
王
御
作
也
、
文
章
殊
／
勝
物
也
、
於
件
往
来
者
所
持
之
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
由
予
答
申
了
、
／
明
衡
往
来
蛉
鮮
跡
静
苧
又
珍
重
物
也
、
一
二
冊
見
／
及
1
1

　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
之
、
或
人
日
、
件
往
来
大
部
物
云
。
未
尋
得
者
、
／
又
号
後
越
州
往
来
1
－

　
　
　
　
之
物
在
之
、
若
是
越
後
守
ト
云
／
老
ノ
所
作
執
、
伏
見
院
御
手
跡
一
本
H

　
　
　
　
所
見
及
也
、
文
／
章
等
殊
勝
、
若
儒
者
作
執
云
。
、

　
　
一
花
山
院
後
太
相
国
莞
去
之
時
、
被
示
永
仁
大
将
事
、
（
下
略
）

　
右
は
、
『
中
山
霜
台
禅
門
記
』
と
あ
る
一
本
一
す
昌
◎
」
＼
ω
①
＼
冨
）
に
よ
る
が
、

①
印
の
と
こ
ろ
に
は
、
「
本
ノ
マ
・
」
と
書
い
た
小
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
薩
戒
記
』
と
あ
る
一
本
（
す
賞
O
」
＼
彗
＼
｛
）
に
は
、
②
が
「
≧
」
、
③

　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
ゴ
ウ

が
「
事
」
、
④
が
「
明
衡
往
来
」
と
な
っ
て
お
り
、
⑤
の
「
之
」
字
の
次
に
は
右
寄

り
小
字
で
「
而
」
と
あ
る
。

　
応
永
三
十
二
年
正
月
二
十
六
日
、
筆
者
定
親
は
、
参
議
、
従
三
位
、
左
中
将
、
出

雲
権
守
の
任
に
あ
っ
た
。
時
に
二
十
五
歳
で
あ
る
（
公
職
補
任
）
。

　
記
文
は
、
花
頂
僧
正
定
助
と
話
し
た
内
容
を
簡
潔
に
記
録
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ

の
「
花
頂
僧
正
定
助
」
と
は
、
三
井
寺
三
門
跡
の
一
、
円
満
院
の
門
徒
、
花
山
院
前

大
僧
正
定
助
（
阿
閣
梨
、
護
持
僧
）
を
い
う
。
『
満
済
准
后
日
記
』
（
続
群
書
類
従
、

補
遺
一
）
の
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
七
月
十
一
目
、
同
八
月
四
日
、
同
八
月
二

十
七
目
、
同
九
月
二
十
九
目
、
同
十
月
十
五
日
、
同
十
月
二
十
．
一
目
、
そ
の
他
に
定

助
の
記
事
が
み
え
る
。
そ
の
八
月
二
十
七
目
の
条
に
は
、
定
助
、
ま
た
来
り
て
慶
柞

大
阿
閣
梨
の
故
事
を
話
し
、
「
以
来
三
井
繁
昌
云
々
。
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
竜
雲
坊

慶
酢
一
寛
仁
三
年
く
一
〇
一
九
v
、
六
十
五
歳
、
あ
る
い
は
、
七
十
三
歳
で
寂
）
は
、

余
慶
の
上
足
四
人
の
内
の
一
人
で
、
山
・
寺
二
派
の
対
立
を
避
げ
、
正
暦
四
年
（
九

九
三
）
八
月
、
山
を
下
り
て
北
石
蔵
に
住
し
、
同
年
九
月
、
石
蔵
大
雲
寺
よ
り
三
井

に
移
っ
た
。
寺
門
の
大
先
達
で
あ
り
、
ま
た
、
学
問
僧
で
も
あ
り
、
そ
の
加
点
本
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
建
内
記
』
（
大
目
本
古
記
録
）
の
正
長
元
年
三
月
十
三
目
の
条
に
は
、
幕
府
相

sokyu



3
　
　
　
　
　
　
（
5
）

続
の
決
っ
た
義
宣
が
万
歳
祈
念
の
た
め
諸
寺
杜
、
高
僧
を
し
て
祈
穣
さ
せ
た
、
そ
の

内
の
一
人
と
し
て
、

　
　
睡

　
　
　
定
助
僧
正
雛
為
円
満
院
御
門
牢
依
為
御
持
僧
各
別
仰
之
云
、
、

と
み
え
、
同
年
六
月
二
十
一
目
の
条
の
補
書
に
は
、

　
　
「
阿
閣
梨
　
花
山
院
前
大
僧
正
定
助
　
三
井
」

と
み
え
る
。
同
年
十
月
二
十
六
目
に
は
、
義
宣
が
紅
葉
見
物
の
た
め
東
山
の
花
頂
僧

正
定
助
の
坊
へ
渡
御
し
た
と
い
う
。
『
建
内
記
』
に
は
、
こ
の
他
、
正
長
元
年
十
月

二
十
八
目
、
永
亨
元
年
（
一
四
二
九
）
三
月
十
一
目
、
同
三
月
三
十
日
、
同
七
月
一

目
、
同
七
月
五
目
、
同
八
月
四
日
な
ど
に
も
そ
の
名
が
み
え
て
い
る
。
（
花
頂
定
助

僧
正
、
花
山
院
前
大
僧
正
定
助
、
他
）
。

　
記
文
中
、
「
中
山
内
大
臣
殿
御
作
往
来
在
之
」
云
々
と
は
、
定
親
の
先
祖
、
ま
た
、

中
山
流
の
祖
の
忠
親
の
『
貴
嶺
問
答
』
（
文
治
年
間
く
一
一
八
五
∫
一
一
八
九
V
の

撰
述
か
）
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
忠
親
に
つ
い
て
も
先
に
言
及
し
た
。

　
さ
て
、
「
明
衡
往
来
」
に
つ
き
、
右
に
お
い
て
窺
わ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。

　
筆
者
定
親
は
、
「
明
衡
」
と
の
二
文
字
の
表
記
法
を
知
ら
ず
、
推
量
し
て
書
い
た

と
い
う
。
こ
れ
は
、
筆
者
に
と
っ
て
、
初
め
て
耳
に
す
る
「
往
来
物
」
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
相
手
の
定
助
は
、
こ
の
目
、
往
来
－
物
四
点
に
関
す

る
話
題
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
既
知
の
書
で
あ
り
、

こ
の
知
見
を
、
む
し
ろ
、
定
親
に
教
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
珍
重
物
」
と
の
評

価
は
、
具
体
的
に
何
を
い
う
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
手
跡
に
つ
い
て
そ
の
そ
れ
で

は
な
い
。
『
釈
氏
往
来
』
や
『
後
越
州
往
来
』
に
つ
い
て
は
「
文
章
茎
殊
勝
」
と

み
え
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
と
同
様
の
評
価
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
雲
州
往
来
一
明
衡
往
来
一
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）
（
三
保
）

　
定
助
は
、
か
つ
て
、
そ
の
一
二
冊
を
見
た
こ
と
が
あ
る
、
あ
る
人
が
い
う
に
は
、

「
明
衡
往
来
」
は
大
部
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
、
と
い
う
。
一
二
冊
と
は
、
あ

る
い
は
、
手
本
の
類
で
あ
ろ
う
か
。
定
助
は
、
こ
の
往
来
を
入
手
し
た
い
と
思
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
尋
ね
得
て
い
な
い
、
と
い
う
。

　
短
文
で
は
あ
る
が
、
右
に
よ
れ
ば
、
「
従
来
物
」
を
筆
写
・
比
校
し
、
所
持
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね

見
聞
し
、
ま
た
、
会
話
の
素
材
と
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
、
当
時
、
日
常
茶
飯
事

の
一
つ
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
よ
う
。
「
往
来
物
が
中
世
人
の
最
も
重
要
な
教
養
の
書

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
更
新
し
く
あ
げ
つ
ら
ふ
ま
で
も
な
い
。
」
一
芳
賀
幸
四
郎
著
、

前
掲
書
、
一
五
五
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
読
本
と
し
て
の
内
容
は
い
う
ま
で
も
な
い
、

こ
れ
に
加
え
て
、
「
文
章
殊
勝
」
と
か
「
伏
見
院
御
手
跡
」
と
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ

に
、
そ
の
評
価
の
基
準
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
定
親
が
『
明
衡
往
来
』
を
知
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
父
満
親

の
筆
写
本
（
永
正
二
年
本
の
本
奥
書
）
は
、
既
に
、
他
者
に
渡
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
満
親
は
、
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
四
月
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
遺
産

は
、
お
お
む
ね
、
定
親
の
襲
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ

は
、
書
庫
に
眠
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
定
親
は
、
こ
の
時
、
先
祖
忠
親
撰
述
の
『
貴
嶺
間
答
』
に
つ
い
て
も
「
不
見
及
」

と
答
え
て
い
る
が
、
『
釈
氏
往
来
』
に
つ
い
て
は
「
所
持
」
し
て
い
る
と
答
え
て
い

る
。
そ
の
所
蔵
本
の
有
無
に
つ
い
て
は
自
覚
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、

満
親
筆
写
本
は
、
も
は
や
、
家
外
へ
出
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
⇔
実
隆
公
記

　
三
条
西
実
隆
は
、
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
四
月
二
十
五
目
、
内
大
臣
公
保
の
二

男
と
し
て
生
れ
、
内
大
臣
、
正
二
位
に
昇
り
、
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
四
月
、
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雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
一

に
つ
い
て
の
一
考
察
一
二
）

（
三
保
）

盧
山
寺
で
出
家
し
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
十
月
三
目
、
八
十
三
歳
で
残
し
た
。

天
性
の
努
力
家
で
、
殊
に
、
一
条
兼
良
（
文
明
十
三
年
く
一
四
八
一
V
四
月
残
、
八

十
才
）
の
後
に
は
、
有
職
・
古
典
・
和
歌
・
書
道
な
ど
多
方
面
に
お
い
て
権
威
と
目

さ
れ
た
。
甘
露
寺
親
長
は
、
母
の
弟
、
即
ち
、
彼
の
叔
父
に
当
る
。
ま
た
、
彼
の
室

一
勧
修
寺
教
秀
女
）
の
姉
房
子
一
三
位
局
）
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
後
宮
に
入
っ
て

後
柏
原
天
皇
を
生
み
、
妹
藤
子
一
准
三
后
豊
楽
門
院
）
は
、
菱
柏
原
天
皇
の
後
宮
に

入
っ
て
後
奈
良
天
皇
を
生
ん
で
い
る
。
実
隆
は
、
後
土
御
門
・
後
柏
原
両
天
皇
か
ら

格
別
に
寵
遇
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
〔
天
皇
家
略
系
図
麦
掲
〕

　
『
実
隆
公
記
』
は
そ
の
目
記
で
あ
り
（
文
明
六
年
く
一
四
七
四
V
一
月
か
ら
天
文

六
年
く
一
五
三
七
V
二
月
ま
で
現
存
）
、
当
時
の
公
家
と
し
て
の
目
常
生
活
、
ま
た
、

『
源
氏
物
語
』
他
を
書
写
・
校
勘
す
る
古
典
学
者
と
し
て
の
生
活
、
あ
る
い
は
、
和

歌
・
連
歌
の
会
に
出
向
す
る
文
人
と
し
て
の
生
活
な
ど
が
克
明
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

天
皇
以
下
、
多
く
の
貴
顕
の
所
望
を
受
け
て
物
語
や
歌
集
、
ま
た
、
漢
籍
や
国
書
な

ど
の
外
題
書
の
筆
を
と
っ
た
と
の
記
事
も
多
く
、
そ
の
名
筆
家
と
し
て
の
評
価
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
次
に
、
『
実
隆
公
記
』
に
み
え
る
「
明
衡
往
来
」
の
記
事
四
ヶ
条
を
引
用
す
る
。

　
　
ω
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
三
月
二
十
一
目
の
条

　
　
廿
一
日
配
天
晴
、
早
旦
行
水
、
（
中
略
）
、
抑
今
日
住
生
要
集
、
明
衡
往
来
等

　
　
　
銘
可
令
書
進
上
之
由
女
房
奉
書
到
来
、
則
書
進
上
了
、
新
藤
宰
相
来
話
、

　
「
女
房
奉
書
」
と
は
、
天
皇
の
御
意
思
を
女
官
（
勾
当
内
侍
長
橋
局
）
が
奉
じ
て

出
す
仰
せ
書
き
の
こ
と
で
、
散
ら
し
書
き
に
よ
る
独
特
の
様
式
を
用
い
た
女
房
文
で

あ
る
。
こ
の
折
の
天
皇
は
、
後
土
御
門
天
皇
で
あ
る
（
在
位
、
寛
正
五
年
く
一
四
六

四
v
五
月
S
明
応
九
年
く
一
五
〇
〇
v
九
月
）
。
「
住
生
要
集
」
「
明
衡
往
来
」
な
ど

の
題
簑
を
書
く
よ
う
に
と
の
仰
せ
を
賜
り
、
こ
れ
を
進
上
し
た
と
い
う
。
天
皇
の
手

許
に
は
『
明
衡
往
来
』
の
書
写
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
御
物
本
は
、

先
の
満
親
筆
写
本
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
時
に
、
実
隆
は
、
蔵
人
頭
を
経

て
正
四
位
上
、
右
中
将
の
任
に
あ
っ
た
（
二
十
五
歳
、
同
九
年
十
二
旦
二
十
日
に
参

議
と
な
る
）
。

　
　
②
、
長
亨
二
年
（
一
四
八
八
一
十
一
月
二
十
八
目
の
条

　
　
廿
八
日
打
天
晴
、
先
公
月
忌
、
宗
光
大
徳
入
来
、
（
中
略
）
、

　
　
　
入
夜
中
山
黄
門
入
来
、
明
衡
往
来
、
尊
円
親
王
真
筆
二
巻
持
来
之
、
一
見
頗

　
　
　
驚
目
者
也
、
閑
談
及
数
刻
、

　
　
　
　
　
談
云
、

　
　
　
：
訳
闇
中
禁
色
宣
下
事
不
可
有
之
条
勿
論
、
中
山
内
府
記
永
萬
歎
、
時
忠
卿
補

　
　
　
諒
闇
中

　
　
　
貫
首
、
大
稜
事
申
沙
汰
之
目
著
非
職
表
袴
、
裾
、
下
襲
等
、
是
依
諒
闇
中
禁

　
　
　
色
宣
下
事
無
之
也
之
由
記
之
云
ζ

　
　
　
　
一
以
下
五
ヶ
条
あ
り
、
「
明
衡
往
来
」
と
関
係
し
な
い
の
で
省
略
す
る
）

　
「
中
山
内
府
記
」
と
は
、
中
山
忠
親
（
既
出
）
の
目
記
『
山
椀
記
』
を
い
う
も
の

　
　
　
（
8
）

で
あ
ろ
う
。
省
略
し
た
条
文
の
中
に
も
「
訓
靴
如
嘩
」
と
み
え
る
。
実
隆
は
、
『
山
椀

記
』
『
霜
台
記
』
、
ま
た
、
中
山
黄
門
の
談
、
そ
の
他
に
よ
り
、
．
こ
の
忠
親
に
故
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
〕

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
中
山
黄
門
」
と
は
、
こ
の
時
、
権
中
納
言
、

従
三
位
で
あ
っ
た
藤
原
宣
親
、
三
十
一
歳
を
い
う
（
九
月
十
七
目
に
権
中
納
言
に
任

ず
）
。
こ
れ
は
、
中
山
忠
親
の
子
孫
で
、
先
の
満
親
の
曽
孫
、
定
親
の
孫
と
な
る
。

　
　
中
山
流

忠
親
、
六
代
略
、
満
親
．
定
親
鼻
、
旦
親
1
（
六
代
略
、
篤
親
、
二
代
略
）

　
満
親
、
定
親
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。

正
月
、
侍
従
と
し
て
出
仕
し
（
十
八
歳
）
、

愛
親
－
一
三
代
略
）
1
慶
子
（
朗
蛸
駅
）

父
親
通
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）

文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
三
月
、
左
少
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将
、
同
三
年
三
月
、
左
中
将
、
正
四
位
下
、
蔵
人
頭
と
な
っ
て
同
四
年
三
月
、
参
議

に
任
ぜ
ら
れ
た
（
二
十
二
歳
）
。
亨
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
に
は
権
大
納
言
と
な
り
、

長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
は
正
二
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）

五
月
二
十
五
日
、
三
十
七
歳
で
苗
屍
じ
た
。
そ
の
子
宣
親
は
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）

に
生
れ
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
侍
従
と
し
て
出
仕
し
（
十
七
歳
）
、
同
八
年
、

左
少
将
、
翌
九
年
、
蔵
人
頭
、
左
中
将
、
同
十
二
年
、
正
四
位
上
、
翌
十
三
年
に
参

議
と
な
っ
た
（
二
十
四
歳
）
。
以
後
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
九
月
に
権
中
納
言

と
な
り
、
菱
柏
原
天
皇
の
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
二
月
に
正
二
位
に
任
ぜ
ら
れ
た

が
（
四
十
九
歳
）
、
九
月
に
俄
か
に
出
家
し
、
永
正
十
四
年
十
月
四
目
、
六
十
歳
で

苗
宛
じ
た
（
以
上
、
尊
卑
分
豚
、
一
、
二
〇
五
・
二
一
二
〇
頁
、
公
卿
補
任
に
よ
る
）
。

　
満
親
か
ら
宣
親
、
賢
深
の
一
族
は
、
後
花
園
天
皇
、
ま
た
後
土
御
門
天
皇
、
麦
柏

原
天
皇
（
在
位
、
明
応
九
年
く
一
五
〇
〇
V
九
月
∫
大
永
六
年
く
一
五
二
六
V
四
月
）

と
は
格
別
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
十
二
月
十

九
日
、
後
花
園
院
三
十
三
回
忌
の
曼
茶
羅
供
の
際
に
は
、
宣
親
が
伝
奏
の
奉
行
を
務

　
　
　
（
1
0
）

め
、
賢
深
が
大
阿
閣
梨
と
し
て
参
勤
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
宣
親
の
持
ち
来
っ
た
の
は
『
明
衡
往
来
』
の
二
巻
本
で
あ
り
、
実
隆
は
、

こ
れ
が
尊
円
法
親
王
の
「
真
筆
」
本
で
あ
る
と
こ
ろ
に
「
驚
目
」
し
て
い
る
。

　
尊
円
法
親
王
は
永
仁
六
年
（
二
一
九
八
）
八
月
一
日
、
伏
見
院
の
第
五
皇
子
と
し

て
生
れ
、
青
蓮
院
慈
深
大
僧
正
の
も
と
に
入
室
し
、
桓
守
僧
正
灌
頂
の
資
、
音
竜
院

二
品
法
親
王
受
法
許
可
の
弟
子
と
な
っ
た
。
第
十
七
世
青
蓮
院
門
跡
と
な
り
、
天
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

座
主
に
補
せ
ら
れ
る
こ
と
四
ヶ
度
で
あ
っ
た
。
書
道
の
口
伝
を
世
尊
寺
行
ヂ
に
受
け
、

ま
た
、
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
の
書
法
に
も
学
ん
で
青
蓮
院
流
（
後
の
御
家
流
）
を

開
い
た
。
正
平
十
一
年
（
延
文
元
年
、
二
二
五
六
）
九
月
二
十
三
目
莞
去
、
五
十
九

歳
。
一
時
、
叡
山
無
動
寺
大
乗
院
に
も
住
し
た
の
で
大
乗
院
宮
と
も
称
さ
れ
、
康
暦

　
　
　
　
　
　
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）
一
三
保
）

二
年
（
二
二
八
O
）
、
後
円
融
院
よ
り
一
品
を
贈
ら
れ
た
。
後
に
引
く
『
入
木
抄
』

は
、
北
朝
四
代
後
光
厳
院
の
要
請
に
よ
っ
て
文
和
元
年
（
二
二
五
二
）
十
一
月
十
五

日
に
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
一
皇
胤
紹
運
録
、
青
蓮
院
門
跡
系
譜
、
他
に
よ
る
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
真
筆
二
巻
」
本
は
、
中
山
家
相
伝
の
も
の
で
は
な
い
と
判
断

さ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
早
い
時
分
に
実
隆
に
見
せ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
時
、
実
隆
は
三
十
四
歳
で
、
正
三
位
、
権
中
納
言
、
侍
従
の
任
に
あ

り
、
宣
親
は
、
一
歩
遅
れ
て
、
三
十
一
歳
、
従
三
位
、
権
中
納
言
（
九
月
十
七
目
任
）

の
任
に
あ
っ
た
。
蔵
人
頭
（
左
近
権
中
将
）
時
代
の
宣
親
と
侍
従
中
納
言
実
隆
と
の

間
に
お
け
る
公
務
遂
行
も
十
分
で
あ
っ
た
が
（
実
隆
公
記
、
文
明
十
三
年
四
月
十
七

目
、
二
十
一
目
の
条
、
他
）
、
か
ね
て
よ
り
、
禁
裏
、
そ
の
他
に
お
げ
る
和
漢
御
会

や
寺
杜
の
法
楽
連
歌
な
ど
に
は
両
者
と
も
に
出
仕
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
同
記
、

文
明
十
五
年
三
月
七
日
、
同
七
月
二
目
、
同
九
月
七
目
、
同
年
十
二
月
一
目
、
同
年

十
二
月
四
目
の
条
、
他
）
。
宣
親
の
誘
い
で
連
れ
だ
っ
て
栂
尾
高
山
寺
に
遊
ん
だ
り

（
同
記
、
長
享
二
年
二
月
二
十
七
目
の
条
）
、
ま
た
、
書
写
本
（
貞
観
政
要
、
源
氏

物
語
若
葉
巻
、
他
）
の
校
合
の
た
め
、
実
隆
が
わ
ざ
わ
ざ
宣
親
を
招
き
出
す
こ
と
も

度
々
で
あ
っ
た
（
同
記
、
文
明
十
六
年
十
月
三
日
、
同
二
十
一
目
の
条
、
他
）
。
宣

親
が
、
春
目
祭
に
上
卿
と
し
て
臨
む
に
際
し
て
は
、
実
隆
は
笏
の
貸
与
ま
で
し
て
い

る
（
同
記
、
長
享
三
年
二
月
七
目
の
条
）
。
二
人
の
問
柄
は
極
め
て
近
い
も
の
で
あ

っ
た
と
認
め
て
相
違
な
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
右
に
持
ち
来
っ
た
『
明
衡
往
来
』
と

は
、
宣
親
が
、
新
た
に
入
手
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
よ
り
借
用
し
て
き

た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
う
け
ら
れ
る
。

　
右
は
、
「
明
衡
往
来
、
尊
円
親
王
真
筆
二
巻
」
と
し
て
み
え
る
記
事
で
あ
る
。

　
　
㈹
、
長
享
二
年
十
二
月
三
目
の
条

　
　
三
日
駐
宿
雨
晴
、
今
日
東
山
殿
普
請
事
中
付
之
、
一
中
略
）
、
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雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）

に
つ
い
て
の
一
考
察
一
二
）

（
三
保
）

　
　
　
今
朝
女
房
奉
書
到
雫
後
円
融
票
徳
御
百
草
震
等
並
消
息
糊
騨
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氷
徳
御
百
首
後
円
融
院
震
翰
殊
勝
物
也

　
　
　
鍬
覗
確
演
被
下
之
、
真
贋
之
間
可
申
入
之
由
被
仰
、
於
御
百
首
衰
筆
勿
論
不
能

　
　
　
左
右
、
消
息
非
伏
見
院
震
翰
之
由
申
入
之
、
（
下
略
）

　
後
土
御
門
天
皇
の
許
よ
り
、
後
円
融
院
御
衰
筆
の
「
後
円
融
院
永
徳
御
百
首
」
と

　
　
へ
1
2
）

伝
伏
見
院
御
震
筆
の
「
明
衡
往
来
」
と
が
届
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
真
贋
に
つ
い
て

の
御
下
問
が
な
さ
れ
た
。
実
隆
は
、
前
考
は
御
衰
筆
に
間
違
い
な
い
旨
、
後
者
は
御

衰
筆
で
は
な
い
旨
、
鑑
定
申
し
上
げ
た
、
と
あ
る
。

　
伏
見
院
は
、
文
永
二
年
（
二
ニ
ハ
五
一
、
持
明
院
統
の
後
深
草
天
皇
の
皇
子
と
し

て
生
れ
た
が
、
大
覚
寺
統
の
後
宇
多
天
皇
の
皇
太
子
と
な
り
、
弘
安
十
年
（
二
一
八

七
）
践
詐
し
た
一
文
保
元
年
〈
二
一
二
七
〉
崩
）
。
和
歌
、
書
に
す
ぐ
れ
、
尊
円
法

親
王
は
そ
の
第
五
皇
子
で
あ
る
。

　
右
に
よ
れ
ば
、
伏
見
院
、
後
円
融
院
の
御
手
跡
が
、
時
の
天
皇
以
下
に
よ
っ
て
珍

重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
「
伏
見
院
衰
筆
」
と
伝
え
ら
れ
た
こ
の
「
消

息
」
も
、
そ
れ
な
り
の
能
書
家
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
「
消
息
」

　
　
　
〔
衡
〕
　
　
　
。
　
。

は
、
「
明
□
往
来
詞
也
」
と
の
割
書
き
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
『
明
衡
往
来
』

の
全
巻
（
完
本
）
で
は
な
く
、
今
目
に
い
う
古
事
切
（
手
本
）
の
類
で
あ
っ
た
と
推

　
　
　
（
1
3
）

測
さ
れ
る
。
そ
の
「
一
巻
」
と
い
う
形
態
（
仕
立
て
）
も
、
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

　
　
④
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
八
月
二
十
目
の
条

　
　
十
九
目
田
天
晴
、
（
中
略
一
、
無
量
院
僧
正
入
来
、

　
　
廿
目
補
天
晴
、
風
吹
、
入
夜
雷
電
暴
雨
、
無
量
院
憎
正
入
来
、
明
衡
往
来
可
加

　
　
　
点
之
由
所
望
、
兼
又
釈
家
官
斑
抄
一
見
大
切
之
由
昨
日
令
命
処
持
来
、

　
　
　
雄
瑞
舛
三
条
亜
相
被
送
状
、
後
愚
昧
記
目
六
二
冊
被
送
之
、

　
「
無
量
院
僧
正
」
と
は
、
無
量
院
祐
済
僧
正
を
い
う
（
同
記
、
文
明
十
六
年
十
一

月
十
五
目
、
明
応
四
年
三
月
二
十
目
、
同
五
年
七
月
十
五
目
の
条
、
他
）
。
「
祐
済
」

と
は
、
高
階
氏
、
青
蓮
院
坊
官
流
泰
宗
の
末
流
に
、
「
山
／
権
曽
正
／
無
量
院
」
一
尊

卑
分
豚
、
四
、
一
二
五
頁
）
と
し
て
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
実
隆
は
、
そ
の

所
望
に
よ
り
、
『
明
衡
往
来
』
に
「
加
点
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
当
本
は
、
読
本
と
し
て
の
形
態
を
整
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
折
、
実
隆
は
、
従
二
位
、
権
大
納
言
、
侍
従
の
任
に
あ
っ
た
（
四
十
一
歳
）
。

　
記
録
類
に
み
え
る
『
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
』
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
ω
、
用
例
は
、
い
ず
れ
も
十
五
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
古
写

　
　
本
の
現
存
す
る
年
代
と
一
致
し
て
い
る
。

　
㈲
、
本
書
は
、
こ
の
時
分
、
天
皇
・
親
王
家
、
ま
た
、
公
卿
、
維
素
の
間
に
お
い

　
　
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
実
隆
に
よ
れ
ば
、
古
く
に
は
尊
円

　
　
法
親
王
の
真
筆
本
も
存
在
し
た
。

　
り
、
用
例
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
明
衡
往
来
」
と
の
書
名
（
書
題
）
で
み
え
、

　
　
「
雲
州
往
来
一
消
息
）
」
、
ま
た
、
「
明
衡
消
息
」
と
す
る
も
の
は
な
い
。
も
っ

　
　
と
も
、
そ
の
書
題
に
「
雲
州
往
来
」
の
よ
う
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
記
録
者
が

　
　
「
明
衡
往
来
」
と
表
現
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
物
に
か

　
　
く
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
「
明
衡
往

　
　
来
」
と
の
書
名
は
、
当
時
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

o
、
流
布
し
て
い
た
の
は
二
巻
本
系
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
の
と
こ
ろ
、

　
　
三
巻
本
と
す
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
但
し
、
「
件
往
来
太
部
物
」
と
表
現
し

　
　
た
記
録
が
あ
る
。

㈲
、
「
一
巻
」
本
と
し
て
み
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
手
跡
・
名
筆
を
賞

　
　
で
、
こ
れ
を
学
ぶ
手
本
系
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
手
本
系
に
は
「
二
巻
」
本
も
み
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え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
り
、
手
本
系
と
し
て
は
、
少
く
と
も
伝
伏
見
院
御
衰
筆
本
、
尊
円
法
親
王
御
衰
筆

　
　
本
が
存
在
し
て
い
た
。

　
㈹
、
本
書
は
、
「
文
章
一
等
一
殊
勝
」
と
い
う
評
価
も
受
け
た
ら
し
く
、
ま
た
、
そ

　
　
れ
に
加
点
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
そ
の
読
本
と
し
て
の
利
用
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
『
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
』
に
関
す
る
記
録
類
は
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
中
山
家
、
ま
た
、
実
隆
な
ど
の
大
き
く
関
係
し
て
い
る
点
に
は
注
意

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
、
有
職
故
実
の
参
考
書
と
し
て
、
後
代
人
の
利
用
す
る

と
こ
ろ
も
少
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
古
写
本
の
識
語
類
の
中
に
、
本
書
自
身
に
つ
い
て
の
言
及
の
み
え
る
こ
と

が
あ
る
。
実
憲
本
、
お
よ
び
、
明
応
二
年
奥
書
本
、
群
書
類
従
本
な
ど
に
そ
れ
が
み

え
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
近
世
に
入
っ
て
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省

略
す
る
。

三
　
古
筆
切

（
手
本
）

　
後
花
園
天
皇
は
、
北
朝
崇
光
天
皇
の
曽
孫
で
、
応
永
二
十
六
年
一
一
四
一
九
）
六

月
十
八
日
に
生
れ
、
後
小
松
天
皇
の
猶
子
と
な
り
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
七
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

十
歳
で
践
詐
、
翌
年
即
位
し
た
。
近
来
の
聖
主
と
た
た
え
ら
れ
、
ま
た
、
芸
術
一
般

に
造
詣
深
く
、
絵
巻
物
・
和
歌
に
も
秀
で
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
当
初
は
、

何
分
に
も
少
年
で
あ
り
、
た
め
に
、
父
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
は
随
分
と
心
遣
い

を
し
た
よ
う
で
、
『
椿
葉
記
』
一
永
享
六
年
く
一
四
三
四
V
八
月
）
、
お
よ
び
、
「
誠
太

子
書
一
帖
。
糀
噛
搬
麟
緋
ポ
戦
繊
轄
雌
・
宮
之
」
（
看
聞
御
記
、
永
享
六
年
三
月
二
十
四
目
の
条
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

そ
の
他
を
献
じ
奉
り
、
天
皇
に
君
徳
の
酒
養
を
訓
諭
し
て
い
る
。

雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）

に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）

（
三
保
）

　
貞
成
親
王
の
目
記
『
看
聞
御
記
』
の
永
享
四
年
正
月
八
目
の
条
に
は
、
次
の
よ
う

な
記
事
が
み
え
る
。

　
　
八
目
。
晴
。
内
裏
献
賀
書
。
室
町
殿
御
礼
。
（
中
略
）
。
内
裏
勅
報
拝
見
令
祝
着
。

　
　
　
鵠
一
被
下
畏
悦
。
勅
筆
殊
勝
。
年
少
之
御
手
跡
と
難
申
。
始
終
可
為
御
能
書

　
　
　
歎
。
珍
重
々
々
。

　
「
鵠
」
は
、
白
鳥
の
古
名
、
く
く
ひ
と
い
う
。
飼
育
用
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後

花
園
天
皇
は
、
こ
の
時
、
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
「
御
手
跡
」
は
と
て
も

年
少
の
も
の
と
は
み
え
な
い
、
首
尾
、
殊
勝
の
御
能
書
と
お
み
う
け
で
き
よ
う
、
と

あ
る
。
天
皇
の
成
長
を
願
う
父
君
の
心
情
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

　
そ
の
後
花
園
天
皇
も
ま
た
、
皇
子
の
後
土
御
門
天
皇
の
た
め
に
「
御
花
園
院
御
消

（
1
7
）

息
」
を
著
し
、
そ
の
天
資
御
修
養
を
心
に
懸
け
て
い
る
。
「
御
消
息
」
中
の
一
節
に
、

次
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
い
く
度
申
て
も
。
御
学
文
を
先
本
と
せ
ら
れ
候
こ
そ
。
御
身
の
誤
り
を
も
あ
ら

　
　
た
め
ら
れ
人
の
よ
し
あ
し
を
も
正
さ
れ
侯
事
に
て
候
。
能
々
御
稽
古
候
べ
く
侯
。

　
　
そ
の
外
は
公
事
か
た
。
詩
歌
。
管
絃
。
御
手
跡
な
ど
御
能
に
て
侯
。
一
前
後
略
）

　
皇
子
が
元
服
を
迎
え
た
際
の
「
御
消
息
」
で
あ
ろ
う
か
、
右
に
は
、
学
文
（
学
問
）

の
い
か
に
も
大
事
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
政
務
・
文
芸
・
管
絃
・
手
跡
な
ど
は
能
力

と
し
て
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
稽
古
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
手
跡
を
稽
古
す
る
に
は
、
古
賢
の
筆
遣
い
（
筆
仕
い
）
、
即
ち
、
古
筆
を
用
捨
し
、

こ
れ
を
学
習
し
体
得
す
る
他
に
道
は
な
い
。
尊
円
法
親
王
の
『
入
木
抄
』
に
も
、
そ

の
旨
、
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
筆
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
8
一

は
な
い
。
『
入
木
抄
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
訓
戒
が
み
ら
れ
る
。

　
　
一
、
当
世
多
消
息
を
手
本
と
す
る
不
可
然
事
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雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）

に
つ
い
て
の
一
考
察
一
二
一

（
三
保
）

　
　
　
近
日
手
本
所
望
の
輩
、
多
分
消
息
也
。
所
存
に
違
す
と
い
へ
ど
も
、
人
の
所

　
　
　
望
に
随
て
多
以
書
与
侯
也
。
是
併
不
知
案
内
の
人
の
所
為
に
て
候
。
一
往
又

　
　
　
如
此
道
理
に
て
侯
。
彼
輩
が
意
に
思
様
を
察
存
候
に
、
能
筆
に
成
て
手
本
を

　
　
　
も
書
、
色
紙
形
・
調
謂
・
願
文
を
も
清
書
せ
ん
事
、
太
不
定
也
。
只
指
当
て
、

　
　
　
消
息
一
通
な
だ
ら
か
に
書
た
ら
ん
に
可
為
足
。
価
消
息
を
可
習
と
存
な
り
。

　
　
　
此
条
ひ
と
へ
に
道
を
不
知
之
故
也
、
（
中
略
）
、
消
息
と
中
物
は
、
あ
な
が
ち

　
　
　
筆
体
を
刷
ず
、
只
す
る
く
と
書
下
候
間
、
古
賢
の
筆
も
手
本
に
用
ぬ
べ
き

　
　
　
は
、
希
有
の
事
に
て
候
。
ま
し
て
当
世
の
手
跡
、
沙
汰
の
外
の
こ
と
に
て
候
。

　
　
　
（
中
略
）
。
手
本
と
て
往
来
な
ど
書
候
は
、
只
書
状
な
ど
と
は
不
似
。
い
さ

　
　
　
さ
か
筆
を
刷
て
こ
そ
書
候
へ
ど
も
、
そ
れ
も
消
息
に
て
候
間
、
い
か
に
も
清

　
　
　
書
の
物
に
は
筆
仕
も
違
侯
也
。
さ
侯
へ
ば
、
上
古
の
手
本
三
賢
等
筆
は
、
み

　
　
　
な
文
集
詩
等
に
て
候
。
御
消
息
を
手
本
と
て
書
た
る
は
、
い
た
く
不
見
及
候

　
　
　
也
。

　
大
意
は
、
当
世
は
、
多
く
消
息
を
手
本
と
し
て
い
る
、
こ
れ
は
良
い
こ
と
で
は
な

い
、
私
も
人
に
所
望
さ
れ
る
ま
ま
に
消
息
を
書
き
与
え
る
、
だ
が
、
そ
う
し
た
人
は

書
の
道
を
心
得
な
い
輩
で
あ
ろ
う
、
（
中
略
）
消
息
と
は
さ
ら
さ
ら
と
書
き
下
す
も

の
で
あ
る
、
（
中
略
）
手
本
用
に
往
来
（
往
来
物
）
な
ど
を
書
き
用
い
る
が
、
少
々

丁
寧
に
書
い
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
消
息
は
消
息
で
あ
る
、
清
書
用
の
筆
遣
い
を
学

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
あ
る
。
書
の
正
格
を
究
め
る
に
は
、
白
氏
文
集
の
よ
う
な

詩
文
集
を
手
本
と
せ
よ
、
消
息
を
用
い
た
の
で
は
真
の
能
書
に
は
な
れ
ず
、
手
本
や

色
紙
形
・
調
謂
文
・
願
文
等
を
清
書
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
消
息
」
は
手
紙
文
（
消
息
文
）
、
「
往
来
」
は
、
そ
う
し
た
消
息
の
模
範
文
集
の
意

味
で
そ
れ
ぞ
れ
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。

　
右
は
、
入
木
の
道
の
あ
る
べ
き
姿
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に

は
、
そ
の
手
本
と
し
て
多
く
消
息
類
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
既
に
、
十
四
世
紀
前
半
に
お
け
る
情
況
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
石
川
謙
博
士
は
、
先
に
、
「
習
字
教
材
に
利
用
せ
ら
れ
た
明
衡
往
来
」
と

し
て
、
鎌
倉
・
吉
野
時
代
に
お
け
る
八
部
・
九
点
、
室
町
時
代
の
一
点
、
江
戸
時
代

の
九
点
を
紹
介
さ
れ
た
（
注
2
文
献
、
九
五
∫
九
九
頁
）
。
こ
れ
ら
は
、
京
都
曼
殊

院
蔵
本
と
御
所
蔵
本
と
を
主
と
す
る
次
の
よ
う
な
手
本
類
で
あ
る
。

○

二三四

鎌
倉
・
吉
野
時
代

　
菱
伏
見
天
皇
御
震
筆
　
一
巻
（
四
通
）

　
　
昨
目
罷
二
向
祭
使
所
一
。
、
（
第
一
一
条
．
往
復
一
双
）
。
　
今
朝
自

　
　
二
或
所
一
。
、
（
第
一
二
条
．
往
復
一
双
）
。

　
　
〔
良
恕
法
親
王
が
、
慶
長
九
年
九
月
十
五
目
（
嵩
冒
）
に
模
写
さ
れ
た

　
　
も
の
に
よ
る
。
曼
殊
院
蔵
〕

　
書
者
不
明
一
巻
（
三
通
）

　
　
所
レ
給
之
二
翼
。
…
一
第
三
条
．
裏
）
。
　
右
対
面
相
隔
。
如
二
胡
與

　
　
越
一
。
、
（
第
六
条
．
表
）
。
　
其
他
一
通
、
載
陽
之
始
、
。

　
　
〔
鎌
倉
末
期
写
。
　
東
京
　
服
都
玄
三
氏
蔵
〕

　
書
者
不
明
　
　
「
消
息
詞
」
の
末
尾
に
収
む
（
一
条
・
二
通
）

　
　
右
久
不
二
参
謁
一
。
従
二
公
事
一
之
間
。
、
（
第
二
条
．
往
復
一
双
）

　
　
〔
建
武
四
年
一
月
二
十
目
（
冨
彗
一
に
ハ
所
持
の
こ
の
一
巻
を
、
経
兼

　
　
な
る
者
に
、
手
本
と
し
て
分
与
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
る
。
現
存
の
も
の

　
　
は
江
戸
前
期
の
複
写
。
　
編
集
者
蔵
〕

尊
円
親
王
筆
　
折
手
本
一
帖
（
一
通
）

　
　
乗
二
公
務
之
余
暇
一
。
蓮
遊
者
恒
例
也
。
、
（
第
十
九
条
．
裏
）

　
　
〔
京
都
　
青
蓮
院
蔵
〕
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○○

五ノ＼七八
　
尊
円
親
王
筆
　
良
恕
法
親
王
模
写

　
イ
　
賀
茂
祭
近
々
。
価
昨
目
参
二
斎
院
一
。
、
（
第
九
条
．
表
）
　
一

　
　
巻
（
一
通
）

　
　
〔
慶
長
十
五
年
十
月
二
十
九
目
（
畠
；
）
写
。
　
京
都
　
曼
殊
院
蔵
〕

　
口
　
今
夏
炎
暑
倍
二
例
年
一
。
…
（
第
十
三
条
．
表
）
　
一
巻
（
一
通
）

　
　
〔
慶
長
十
五
年
黄
鐘
二
十
九
日
（
；
；
）
写
。
　
曼
殊
院
蔵
〕

　
尊
円
親
王
筆
と
称
す
る
も
の
　
一
軸
（
四
通
）

　
　
上
聞
。
右
来
三
目
、
可
レ
有
二
文
会
一
之
由
。
…
（
第
四
条
．
表
）
。

　
　
佳
招
事
。
右
今
夜
雲
葉
収
尽
。
…
…
（
第
十
七
条
・
裏
）
。
　
上
聞
。

　
　
御
佛
名
之
間
、
不
二
参
給
一
。
…
（
第
六
五
条
．
表
）
。
　
湿
二
愁
涙

　
　
於
絡
襟
一
。
…
（
第
一
類
．
第
二
類
に
見
え
ぬ
書
状
）

　
　
〔
編
集
者
蔵
〕

　
尊
円
親
王
筆
　
江
戸
時
代
復
刻

　
　
賀
茂
祭
近
々
。
勿
昨
目
参
二
斎
院
一
。
…
（
第
九
条
．
表
．
裏
）

　
　
二
通

　
　
〔
他
の
多
く
の
親
跡
の
一
部
と
し
て
収
録
。
田
中
庄
兵
衛
梓
〕

　
尊
道
親
王
筆
　
折
手
本
『
手
鏡
』
の
内
（
一
通
）

　
　
庚
申
之
夜
、
和
歌
之
会
。
…
…
（
第
三
十
八
条
⊥
暴
）

　
　
〔
東
京
　
服
部
玄
三
氏
蔵
〕

室
町
時
代

　
書
者
不
明
　
一
軸
（
一
通
）

　
　
近
曽
為
レ
果
二
宿
願
一
。
参
「
一
詣
法
輪
寺
一
。
、
（
第
十
九
条
．
表
）

　
　
〔
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
〕

江
戸
時
代
初
期

　
　
　
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
一
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）
（
三
保
）

　
　
一
　
良
恕
法
親
王
筆

　
　
　
　
　
〔
麦
伏
見
天
皇
・
尊
円
親
王
の
御
筆
に
な
る
も
の
の
模
写
、
舗
沸
細
に
〕

　
　
　
　
イ
　
明
月
得
レ
名
者
、
八
月
十
五
目
夜
也
。
…
・
－
…
（
第
十
七
条
・
往
復

　
　
　
　
　
一
双
）
　
一
巻
（
二
通
）

　
　
　
　
　
〔
八
十
島
道
除
の
も
の
の
模
写
。
慶
長
七
年
小
春
十
八
目
（
冨
s
）
写
。

　
　
　
　
　
曼
殊
院
蔵
〕

　
　
　
　
口
　
乗
二
公
務
之
余
暇
一
。
逮
遊
者
垣
例
也
。
…
－
（
第
十
九
条
・
裏
）

　
　
　
　
　
一
巻
（
一
通
）

　
　
　
　
　
〔
慶
長
十
五
年
十
月
二
十
九
目
（
H
賢
◎
）
書
。
　
曼
殊
院
蔵
〕

　
　
二
　
八
十
島
道
除
筆
　
明
衡
往
来
（
原
題
号
）
　
一
軸

　
　
　
　
　
改
年
之
後
。
富
貴
萬
福
。
…
…
一
第
一
条
・
往
復
一
双
）
。
　
可
レ
被
レ

　
　
　
　
　
給
二
精
兵
一
人
一
。
…
（
第
五
十
六
条
・
表
）
。
　
難
波
津
古
風
一
篇

　
　
　
　
　
事
。
…
（
第
十
二
条
．
裏
一
　
今
夏
炎
暑
倍
二
於
例
年
一
。
（
第
士
二

　
　
　
　
　
条
・
表
）
。
　
以
上
五
通

　
　
　
　
　
〔
こ
の
外
に
、
常
途
往
来
の
一
節
、
十
二
月
往
来
中
の
三
通
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
三
通
を
含
む
〕
〔
元
和
三
年
仲
呂
上
旬
（
冨
ミ
）
七
十
三
歳
　
道
除
書
〕

　
　
　
　
　
〔
編
集
者
蔵
〕

　
　
三
　
書
者
不
明
　
慶
長
頃
写
　
二
巻
（
三
通
）

　
　
　
　
　
一
年
之
中
、
以
レ
秋
為
二
断
腸
之
時
一
。
…
…
（
第
十
五
条
・
表
）
。

　
　
　
　
　
以
上
一
巻
　
　
右
下
向
之
後
。
山
重
江
複
。
－
－
－
（
第
四
士
二
条
・
表
）
。

　
　
　
　
　
　
明
日
三
月
尽
也
。
古
今
詩
人
才
子
。
…
－
（
第
四
十
六
条
・
表
）
。

　
　
　
　
　
以
上
一
巻
（
二
通
）
　
〔
曼
殊
院
蔵
〕

　
右
に
は
、
書
写
年
代
・
成
立
年
代
の
取
り
扱
い
上
、
問
題
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、

石
川
博
士
の
挙
げ
ら
れ
る
ま
ま
を
引
い
た
。
こ
の
内
、
鎌
倉
・
吉
野
時
代
の
二
、
四
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雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
一
二
）
（
三
保
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
一

の
三
点
、
室
町
時
代
の
一
点
に
つ
い
て
は
小
稿
に
お
い
て
も
言
及
し
た
。

　
良
恕
法
親
王
は
、
正
親
町
天
皇
の
第
三
皇
子
で
後
陽
成
天
皇
の
弟
に
当
る
。
曼
殊

院
門
跡
に
補
せ
ら
れ
、
二
品
に
叙
せ
ら
れ
、
寛
永
二
十
年
（
ニ
ハ
四
三
）
七
月
十
五

目
、
六
十
九
歳
、
あ
る
い
は
、
七
十
一
歳
で
寂
し
た
。
竜
華
院
と
号
す
一
諸
門
跡
譜
、

本
朝
皇
胤
紹
運
録
）
。
ま
た
、
尊
道
法
親
王
は
、
後
伏
見
天
皇
の
第
十
一
皇
子
で
、

尊
円
法
親
王
入
室
潟
瓶
の
弟
子
、
ま
た
、
祐
助
法
親
王
受
法
許
可
の
弟
子
と
な
り
、

両
法
親
王
に
随
っ
て
両
都
の
灌
頂
を
受
け
、
妙
香
院
宮
・
十
楽
院
宮
と
号
し
た
。
天

台
座
主
に
補
せ
ら
れ
（
二
度
）
、
一
品
に
叙
せ
ら
れ
、
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）

五
月
、
七
十
九
歳
で
入
滅
し
た
（
青
蓮
院
門
跡
系
譜
、
妙
香
院
宮
御
参
務
日
記
）
。

　
川
口
久
雄
博
士
が
、
諸
本
（
伝
本
）
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
、
「
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

衝
消
息
詞
」
と
題
さ
れ
る
一
軸
が
あ
る
。

　
○
　
白
雲
堂
旧
蔵
本
　
　
　
　
　
　
巻
子
本
一
巻
（
長
さ
九
尺
。
現
所
在
不
明
）

　
　
　
　
　
南
北
朝
初
期
写
、
尊
円
法
親
王
筆
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
加
証
本

　
推
測
す
る
に
、
こ
れ
は
完
本
と
し
て
の
伝
写
本
で
は
な
く
古
筆
（
切
）
で
は
な
か

ろ
う
か
。
奥
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
　
右
明
衝
消
息
詞
者
祖
師
大
乗
院
贈
一
品
大
王
真
翰
勿
論
者
哉
、
依
或
人
／
勧

　
　
　
誘
難
黙
、
北
忽
加
奥
書
証
明
□
□
干
時
永
正
九
稔
仲
夏
下
溝
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
麓
清
水
痴
老
（
花
押
一

　
　
　
右
明
衝
往
来
詞
者
祖
師
贈
一
品
大
王
真
翰
也
、
殊
奇
妙
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
東
隠
隻
（
花
押
）

　
　
　
天
保
士
二
寅
八
月
加
演
装
　
　
　
　
法
印
業
考

　
「
祖
師
大
乗
院
贈
一
品
大
王
」
と
は
尊
円
法
親
王
を
い
う
。
当
本
が
そ
の
真
翰
で

あ
り
、
そ
の
旨
、
永
正
九
年
一
一
五
一
二
）
に
加
証
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
書
写
・
成

立
は
南
北
朝
時
代
（
二
二
三
六
∫
二
二
九
二
）
の
初
期
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
が
古
筆
切
と
み
う
け
ら
れ
る
の
は
、
尊
円
法
親
王
の
手
跡
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

故
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
さ
九
尺
の
短
い
巻
子
本
一
軸
で
あ
る
こ
と
な
ど
に

よ
る
。
現
所
在
の
知
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
に
先
立
ち
、
筆
老
も
管
見
に
及
ん
だ
若
干
の
古
筆
切
に
つ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
1
一

翻
刻
と
紹
介
を
行
っ
た
。
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
い
が
、
古
筆
切
に
も
、
そ
れ

な
り
に
考
察
す
べ
き
問
題
が
少
く
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
若
干
の
資
料
と
は
、
次
の
十
五
点
で
あ
る
（
頭
部
に
㈲
と
あ
る
の
は
、
他
本
と
の

合
写
本
を
い
い
、
そ
の
他
は
単
写
本
を
い
う
。
ま
た
、
末
尾
に
陶
・
㈲
・
魎
と
あ
る

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
滝
本
流
（
松
花
堂
流
）
、
青
蓮
院
流
、
近
衛
流
な
ど
の
書
流
を
い

う
）
。

一二
㈲　㈲　　　　㈲㈲
士十九八七六五四三圭

松
花
堂
資
料
館
蔵
本
　
一
巻
　
　
滝
本
坊
慶
順
筆
　
　
　
　
　
鱒

一
誠
堂
書
店
出
品
目
録
（
昭
和
五
十
九
年
三
月
号
）
所
掲
本
　
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
憧
坊
孝
以
筆
　
　
　
　
鱒

思
文
閣
館
繕
目
録
（
第
百
十
三
号
）
所
掲
本
　
一
巻
　
　
尊
朝
筆

近
衛
信
尋
書
写
本
　
一
帖
　
　
信
尋
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魎

永
藤
一
氏
蔵
本
　
一
巻
　
　
尊
円
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒

御
物
本
　
一
巻
　
　
尊
円
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒

北
野
克
氏
蔵
本
　
一
巻
　
　
尊
朝
筆
（
「
江
州
帖
」
参
照
）
　
　
㈲

服
部
玄
三
氏
蔵
本
　
一
巻
　
　
　
（
筆
老
未
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
2
一

石
川
謙
博
士
旧
蔵
本
　
一
巻
　
　
（
筆
者
未
詳
）

青
蓬
院
蔵
本
　
一
帖
一
折
手
一
　
　
尊
円
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

曼
殊
院
蔵
本
　
一
巻
　
　
尊
円
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
H
　
雲
州
往
来
、
〇
　
十
二
月
往
来
、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
　
一
巻
　
　
　
（
筆
者
未
詳
）
　
　
㈲
ヵ

sokyu
　　



u
　
㈲
十
三
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
　
一
巻
　
　
　
（
筆
者
未
詳
）
　
　
嵩

　
　
　
　
　
　
H
　
雲
州
往
来
、
o
　
和
漢
朗
詠
集
、

　
　
十
四
　
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
　
一
巻
　
　
　
（
筆
者
未
詳
）
　
　
　
　
㈲

　
　
十
五
　
書
陵
部
蔵
本
　
一
巻
　
　
中
院
通
村
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
院
通
村

　
以
上
は
、
い
ず
れ
も
『
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
』
の
一
部
を
抜
き
出
し
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
は
み
な
能
筆
の
手
に
か
か
る
こ
と
、

原
則
的
に
付
訓
は
な
い
こ
と
、
書
題
の
明
瞭
で
な
い
こ
と
（
本
文
同
筆
に
よ
る
書
題

が
な
い
）
な
ど
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
右
は
、
そ
の
本
文
内
容
の
読

解
そ
の
も
の
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
な
く
、
書
道
用
の
手
本
と
な
す
べ
く
成
立
し
て

い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
内
に
は
、
読
本
系
の
写
本
に
は
み
ら
れ
な
い
、
意
匠
を

こ
ら
し
た
料
紙
や
装
丁
を
用
い
る
も
の
が
あ
る
。
や
は
り
、
手
本
用
、
ま
た
、
鑑
賞

用
と
し
て
の
価
値
付
け
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
手
本
の
類
は
、
他
者
か
ら
の
需
め
に
よ
っ
て
執
筆
、
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の

旨
を
奥
に
識
し
た
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
右
の
奥
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
三
に
、
「
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尊
朝
一

梅
松
丸
所
望
令
／
書
写
之
者
也
／
臨
池
末
流
（
花
押
）
親
王
」
、
そ
の
七
に
、
「
依
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尊
朝
）

朝
所
望
染
／
筆
記
／
入
木
末
葉
（
花
押
）
親
王
」
、
そ
の
士
二
に
、
「
依
或
深
望
染
愚

筆
早
誠
不
顧
醐
瞬
≧
≧
／
貞
享
三
（
ニ
ハ
八
六
）
寅
季
春
中
旬
」
な
ど
と
み
え
る
の

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
九
の
奥
に
は
「
手
本
」
と
い
う
こ
と
ば
も
み
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
奥
書
の
内
に
は
、
そ
れ
が
何
人
の
手
跡
で
あ
る
か
を
証
明
し
、
そ
の
人
の

手
跡
ゆ
え
に
こ
れ
を
珍
重
す
べ
し
と
識
し
た
も
の
も
あ
る
（
加
証
奥
書
一
。
そ
の
五

に
、
「
祖
師
尊
円
親
王
御
真
翰
殊
以
／
御
盛
歳
之
御
筆
勢
天
下
無
双
之
可
／
謂
珍
宝

老
也
　
　
　
陰
涼
軒
光
重
一
花
押
一
」
、
そ
の
十
一
に
、
「
祖
師
贈
一
品
尊
円
／
親
王
真
跡
尤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尊
朝
）

無
疑
胎
／
者
也
一
覧
之
次
加
証
／
明
之
卑
詞
早
／
　
　
末
弟
二
品
（
花
押
）
親
王
／

記
之
」
、
な
ど
と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）

に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）

（
三
保
）

　
尊
円
法
親
王
（
前
項
）
、
尊
朝
法
親
王
一
前
稿
、
注
－
文
献
、
三
一
頁
）
に
つ
い

て
は
、
既
に
、
触
れ
た
。
青
蓮
院
流
（
御
家
流
）
の
系
豚
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
（
略
）
1
尊
円
－
道
熈
－
慈
真
－
祐
助
－
尊
道
－
慈
済
－
道
円
－
義
円
－
義
快

　
　
　
－
尊
応
－
尊
伝
－
尊
鎮
－
尊
朝
－
尊
純
－
尊
証
－
智
冥
院
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
青
蓮
院
門
跡
系
譜
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
そ
　
一
2
3
一

　
尊
円
法
親
王
の
手
跡
は
、
た
と
え
ば
、
『
尺
素
往
来
』
に
、

　
　
将
又
和
漢
古
今
名
誉
之
墨
跡
、
所
望
候
。
（
中
略
）
。
近
目
者
、
和
字
漢
字
倶
、

　
　
以
青
蓮
院
尊
円
法
親
王
御
筆
為
規
模
。
都
都
翫
之
。
（
下
略
）
。

　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
あ
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
に
は
都
部
、
公
武
の
間
に
多
大
の
人
気
を
博
し
た
よ
う

で
あ
る
。
近
世
に
は
、
そ
の
模
刻
も
行
わ
れ
、
「
尊
円
親
王
真
跡
」
と
表
題
に
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

「
明
衝
往
来
」
の
手
本
も
少
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
一

　
十
五
点
の
内
、
中
世
以
前
の
も
の
に
っ
い
て
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
尊
朝
法
親
王

の
手
跡
と
い
う
三
は
、
永
正
二
年
本
の
本
文
に
最
も
近
い
。
七
も
同
法
親
王
の
手
跡

と
い
い
、
や
は
り
、
二
巻
本
系
の
永
正
二
年
本
・
文
明
十
八
年
本
、
ま
た
、
三
巻
本

系
の
享
禄
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
（
二
巻
本
系
で
も
実
憲
本
・
寛
永
十
九
年
刊
本
、

三
巻
本
系
で
も
明
応
二
年
本
奥
書
本
や
群
書
類
従
本
な
ど
と
は
離
れ
る
）
。

　
五
、
六
、
十
、
十
一
は
尊
円
法
親
王
の
手
跡
と
称
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
ど

ん
な
本
文
に
拠
っ
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
（
六
は
享
禄
本
に
近
い
）
。
ま
た
、

八
は
鎌
倉
末
期
写
、
九
は
建
武
四
年
以
前
の
写
、
十
四
は
室
町
中
期
写
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
も
、
今
の
と
こ
ろ
、
如
何
な
る
伝
本
を
写
し
た
も
の
か
、
明
確
に
し
が
た
い

よ
う
で
あ
る
。
十
五
は
、
中
院
通
村
（
天
正
十
六
年
く
一
五
八
八
V
S
承
応
二
年
く

一
六
五
三
V
の
書
写
に
か
か
る
と
い
い
、
そ
の
書
留
・
差
出
所
・
上
所
・
宛
書
か
ら

す
れ
ば
、
三
巻
本
系
の
享
禄
本
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
近
世
の
滝
本
流
に
関
わ
る
一
、
二
な
ど
は
、
寛
永
十
九
年
刊
本
の
本
文
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雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
一

に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
一

（
三
保
一

に
近
い
も
の
と
み
う
け
ら
れ
る
（
但
し
、
そ
の
割
注
部
分
を
除
く
）
。

　
手
本
類
に
お
い
て
は
、
差
出
所
、
日
付
、
上
所
、
宛
書
、
お
よ
び
、
本
文
の
一
部

な
ど
、
あ
え
て
改
変
し
た
か
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
手
本
執
筆
時

の
情
況
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
こ
ん
な
姿
勢
が
許
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
「
本
文
」
そ
の
も
の
が
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
書
写
さ
れ
て
い
る

の
か
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
「
手
本
」
と
は
、
一
体
、
ど
の

よ
う
な
価
値
観
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
読
本
と
手
本
と
の
根
本

的
な
相
違
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
逆
に
、

本
文
・
異
文
の
研
究
上
、
重
要
な
価
値
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
東
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
囲
イ

大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
明
応
二
年
奥
書
本
に
、
「
千
尋
。
。
一
平
濁
一
」
と
す
る
本
文
、
お

よ
び
、
校
異
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
諸
本
は
「
千
尋
」
と
す
る
の
み
で
、

「
十
囲
」
と
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
古
筆
の
十
二
に
は
、

　
　
又
／
古
松
老
杉
其
大
百
尺
／
十
囲
梢
相
列
蔽
其
天
／
云
≧
　
　
　
（
2
0
∫
2
3
行
）

と
み
え
る
。
「
十
囲
」
と
す
る
本
文
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
ろ

う
じ
て
証
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
』
の
手
本
用
・
鑑
賞
用
の
古
筆
（
切
）
が
、
今
目
、

ど
れ
ほ
ど
伝
存
し
て
い
る
か
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
天
下
の
珍
品
と
し
て
秘
蔵
さ

れ
た
ま
ま
の
も
の
は
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
公
表
さ
れ
て
も
、
書
題
の
な
い
も
の
、

ま
た
、
そ
れ
が
誤
認
さ
れ
た
ま
ま
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
単
に
「
消
息
（
往
来
）
」

と
し
て
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
実
体
の
確
認
が
容
易
で
な
い
も

の
も
あ
ろ
う
。
右
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
は
氷
山
の
一
角
で
し
か
な
い
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
、
続
稿

註

1
　
拙
稿
「
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
一
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
こ
」
、
『
教
科
教
育
研
究
論
集
』

　
（
島
根
大
学
教
育
学
部
）
、
第
四
集
、
平
成
二
年
三
月
。

2
　
石
川
謙
著
『
目
本
教
科
書
大
系
　
第
一
巻
　
古
往
来
H
』
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
、
講
談

　
杜
、
八
八
頁

　
　
但
し
、
石
川
博
士
に
は
、
芳
賀
幸
四
郎
著
『
東
山
文
化
の
研
究
』
に
よ
る
と
し
て
、
「
一

　
　
後
花
園
天
皇
が
、
永
享
五
年
三
月
（
一
四
三
三
）
に
、
御
物
の
『
明
衡
往
来
』
に
、
三
条

　
西
実
隆
に
命
じ
て
題
笈
を
お
書
せ
に
な
っ
た
こ
と
。
」
と
さ
れ
る
一
文
が
あ
る
が
（
九
四
頁
）
、

　
こ
れ
は
誤
認
で
あ
る
一
天
皇
名
、
年
月
目
）
。
ま
た
、
「
明
衡
往
来
と
い
う
題
号
の
見
え
る
文

　
献
」
と
し
て
『
看
聞
御
記
』
の
「
永
享
五
年
三
月
二
十
四
目
の
条
」
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が

　
（
八
八
頁
）
、
同
書
の
同
条
に
は
該
当
す
る
記
事
は
な
い
。

3
　
　
『
建
内
記
』
の
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
四
月
十
日
の
条
に
、
「
当
時
睨
近
御
前
六
人
」

　
と
み
え
る
。
「
睨
近
」
と
は
「
近
衆
奉
公
」
を
い
う
（
弘
治
二
年
本
節
用
集
、
チ
部
、
人
倫

　
・
書
冒
語
進
退
）
。
「
六
人
」
と
は
定
親
、
永
基
、
益
長
、
成
任
、
親
長
、
季
春
を
い
う
。

4
　
拙
稿
「
広
島
大
学
蔵
仏
説
六
字
神
呪
王
経
の
訓
点
」
、
『
国
文
学
孜
』
、
第
五
九
号
、
昭
和

　
四
十
七
年
四
月
◎

5
　
足
利
義
教
を
い
う
。
は
じ
め
青
蓮
院
に
入
り
、
天
台
座
主
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
正
長
元
年

　
正
月
還
俗
し
、
翌
永
享
元
年
三
月
十
五
目
将
軍
職
に
就
い
た
。

6
　
そ
の
一
端
を
示
す
。

　
　
廿
日
嗣
雨
降
、
聰
明
手
本
轟
賊
磐
雛
活
山
芦
波
々
伯
部
兵
庫
所
望
之
間
、
今
目
書
遣

　
　
　
之
了
、
　
（
明
応
七
年
三
月
二
十
目
の
条
）

　
　
　
六
目
汀
（
中
略
）
、
真
光
院
所
望
詩
晋
等
其
外
其
類
少
々
染
筆
了
、
宗
哲
来
、
外
題
所

　
　
　
　
身

　
　
　
望
之
問
則
書
遣
之
、
　
（
明
応
七
年
十
一
月
六
目
の
条
）



13

7
　
引
用
は
、
『
実
隆
公
記
　
巻
一
上
』
（
昭
和
六
年
八
月
刊
、
昭
和
三
十
三
年
一
月
再
版
刊
、

　
続
群
書
類
従
完
成
会
太
洋
杜
）
以
下
に
ょ
る
。

8
　
『
史
料
大
成
　
山
椀
記
三
』
（
昭
和
十
年
六
月
、
内
外
書
籍
株
式
会
杜
）
の
「
補
遣
」
に

　
は
、
永
万
（
一
ニ
ハ
五
∫
一
一
六
六
）
の
記
事
が
一
部
（
同
元
年
正
月
と
四
月
）
し
か
収
め

　
ら
れ
て
お
ら
ず
、
照
合
で
き
な
い
。
二
条
天
皇
は
、
こ
の
元
年
六
月
二
十
五
日
、
位
を
六
条

　
天
皇
に
譲
り
、
七
月
二
十
八
目
、
二
十
三
歳
で
崩
じ
た
。

9
　
『
実
隆
公
記
』
、
長
享
二
年
八
月
二
十
二
目
の
条
、
同
三
年
二
月
三
目
、
同
四
目
の
条
、

　
な
ど
。

1
0
　
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
生
、
隆
済
僧
正
入
室
潟
瓶
資
、
東
寺
一
長
者
、
報
恩
院
大
僧
正
、

　
後
尺
迦
院
前
大
僧
正
と
称
す
。
以
上
、
『
五
八
代
記
』
、
他
に
よ
る
◎

u
　
元
弘
元
年
一
二
…
二
）
十
月
、
暦
応
二
年
（
二
三
二
九
）
十
月
、
観
応
元
年
（
二
二
五

　
〇
一
七
月
、
文
和
元
年
（
二
二
五
二
）
六
月
。

1
2
　
石
川
博
士
は
、
こ
れ
を
「
後
伏
見
天
皇
の
御
衰
筆
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
文

　
に
は
ニ
ケ
所
に
「
伏
見
院
」
と
あ
る
。
先
の
『
薩
戒
記
』
に
も
「
伏
見
院
御
手
跡
」
と
み
え

　
る
か
ら
、
こ
こ
は
伏
見
院
（
天
皇
）
で
よ
か
ろ
う
。

1
3
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
「
明
衡
之
詞
」
と
題
す
る
古
筆
切
が
伝
存
し
て
い
る
。
拙

　
稿
「
雲
州
往
来
（
明
衡
往
来
）
　
習
字
教
材
と
し
て
の
写
本
　
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第

　
十
七
号
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
、
七
五
頁
。
ま
た
、
実
隆
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
一
節
を

　
抜
き
出
し
て
「
手
本
」
を
作
成
し
た
際
、
こ
れ
を
「
源
氏
物
語
詞
」
と
記
t
て
い
る
一
注

　
6
参
照
）
。

1
4
　
手
跡
本
に
加
点
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
、
手
本
系
と
読
本
系
と
の
混
合
態
も
あ
る
。
た
と

　
え
ば
『
実
隆
公
記
』
の
長
享
三
年
正
月
二
十
八
目
の
条
に
、

　
　
　
抑
二
階
堂
奉
書
、
自
江
州
御
陣
和
漢
朗
詠
一
都
蒲
雌
館
麟
蝸
ポ
雌
年
作
者
名
字
可
付
進
上
之

　
　
　
由
被
仰
下
、
畏
而
奉
之
由
申
入
了
、

　
　
　
　
　
　
　
雲
州
往
来
一
明
衡
往
来
一
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
一
一
三
保
）

　
　
　
の
よ
う
に
み
え
る
類
が
そ
れ
だ
が
、
こ
う
し
た
場
合
は
、
手
本
系
と
し
て
の
性
格
が
優

　
　
　
先
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

1
5
　
父
は
貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
、
母
は
敷
政
門
院
幸
子
（
源
経
有
女
）
。
こ
の
即
位
に
よ
り
、

　
南
朝
方
の
良
泰
親
王
（
小
倉
宮
）
以
下
に
神
器
の
移
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
寛
正
五
年
（
一

　
四
六
四
）
に
譲
位
し
、
以
後
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
九
月
ま
で
院
政
を
執
り
、
文
明

　
二
年
（
一
四
七
〇
）
十
二
月
二
十
七
日
、
五
十
二
歳
で
崩
じ
た
。

1
6
　
既
出
、
『
東
山
文
化
の
研
究
』
、
一
五
六
頁
、
そ
の
他
。

1
7
　
群
書
類
従
、
第
九
輯
、
消
息
部
六
、
所
収
、
五
五
四
頁
。

1
8
　
伊
藤
彰
茂
（
緑
苔
）
著
『
入
木
抄
の
研
究
』
、
昭
和
四
十
年
三
月
、
中
部
目
本
新
聞
杜
、

　
五
一
・
五
二
頁
に
よ
る
。
底
本
は
、
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
入
木
秘
書
』
、
応
安
二
年
（
一

　
三
六
九
）
釈
義
室
写
。

1
9
　
拙
稿
、
注
1
3
文
献
、
第
八
S
第
十
項
、
ま
た
、
第
十
四
項
。

2
0
　
川
口
久
雄
著
『
平
安
朝
目
本
漢
文
学
史
の
研
究
　
下
』
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
、
明
治
書

　
院
、
八
〇
四
頁
。
奥
書
の
天
保
の
条
に
み
え
る
「
演
装
」
は
、
あ
る
い
は
、
「
装
演
」
の
謂

　
か
。

2
1
　
拙
稿
、
注
1
3
文
献
。
判
明
し
た
誤
読
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
訂
正
し
た
い
。

　
　
　
第
三
項
　
六
九
頁
下
　
五
行
目
　
　
　
給
事
－
－
－
↓
　
給
書

　
　
　
第
七
項
　
七
二
頁
上
　
三
行
目
　
　
　
入
本
　
　
↓
　
入
木

　
　
　
第
十
四
項
　
七
八
頁
上
　
三
行
目
　
　
　
晦
日
　
　
↓
　
暇
目

　
　
　
第
十
五
項
　
七
八
頁
下
　
士
行
目
　
　
　
晦
目
　
　
↓
　
暇
目

　
　
な
お
、
拙
稿
の
末
尾
に
は
、
『
弘
文
荘
待
買
古
書
目
総
索
引
』
一
昭
和
六
十
三
年
五
月
、
八

木
書
店
）
に
み
え
る
「
明
衡
往
来
」
五
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
の
内
、
少
く
と
も
第
三

番
目
以
下
一
あ
る
い
は
、
第
二
番
目
も
か
）
の
も
の
は
、
「
伝
尊
道
親
王
筆
」
、
「
伝
尊
円
親

王
筆
」
、
「
極
大
型
本
」
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
習
字
教
材
と
し
て
の
手
本
、
写
本
の
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雲
州
往
来
一
明
衡
往
来
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
一
二
一
一
三
保
）

類
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

2
2
　
『
消
息
詞
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
一
都
と
の
合
写
本
。
建
武
四
年
一
二
三
二
七
一
に
経

　
兼
に
与
え
た
と
の
由
来
の
一
本
を
江
戸
期
に
模
写
し
た
も
の
。

2
3
　
『
尺
素
往
来
』
一
巻
は
、
一
条
兼
良
の
撰
述
と
伝
え
る
。
儀
礼
・
祭
事
・
仏
事
、
そ
の
他

　
に
関
わ
る
諸
般
に
つ
い
て
の
語
彙
、
ま
た
、
消
息
文
を
集
録
し
て
い
る
。

26 25　24
　
『
教
科
書
大
系
　
第
二
巻
　
古
往
来
o
』
、
四
九
九
頁
。
付
訓
略
す
。

　
小
松
茂
美
著
『
日
本
書
流
全
史
　
一
上
）
』
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、

頁
、
三
三
六
頁
、
三
三
八
頁
に
言
及
が
あ
る
。

　
詳
細
を
報
告
す
る
用
意
は
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
九
〇
年
、
節
分
、

講
談
杜
、
三
三
四

清
書
了
）

〔
天
皇
家
略
系
図
〕

8
8
麦
嵯
峨

宗
尊
親
王
－
惟
康
親
王

。
。
諦
一
、
後
宇
多
H
雛
ザ
鐵
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
い
親
H
舵
山
－
良
泰
親
王
一
小
倉
宮
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懐
良
親
王


